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あらまし 我々は，スマートシティにおける住宅ログを蓄積・活用するためのデータプラットフォーム Scallop4SCの

提案・開発を行なっている．これまでの先行研究で，Hadoop/HBaseクラスタを用いた Scallop4SCのプロトタイプ

の作成，省エネサービスや付加価値サービスの検討を行った結果に基づいた Scallop4SC内のスマートシティ構成情

報のデータモデリング，汎用的な APIの設計を行なってきた．本稿では，Scallop4SC上で HBaseを効率良く使用す

る住宅ログ向けデータモデリング，RESTful Javaを利用した APIの実装を行い，実環境で得られた住宅ログの蓄積

を行う．また，実装した Scallop4SCAPIを使用して，消費電力可視化アプリケーションの開発を行う．実アプリケー

ションの開発を通して，Scallop4SCの現状を評価し，今後必要となる機能について考察する．
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Abstract Smart city is a next-generation city planning. In the smart city, some value-added services are provided

using wide variety of logs collected from various appliances and sensors. In our previous work, we have been pro-

posed and developed a smart city platform, called Scallop4SC that supports collecting and processing the extremely

large-scale log data. This system stores variety of logs on key-value store, and supports the statistical processing

of the logs on Hadoop. And we designed a meta-data scheme for smart city configuration information, designed

Scallop4SCAPIs for accessing stored logs and meta-data. In this paper, we implement storing house logs and Scal-

lop4SCAPIs based on previous work, and implement concrete application using Scallop4SC. And we discuss about

the current state of Scallop4SC.
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1. は じ め に

環境配慮型の都市実現を目的とした，スマートシティ[1], [2]

と呼ばれる次世代の都市計画が着目を集めている．スマートシ

ティでは都市中に設置された各種センサにより，交通網の状況

や，各家庭のエネルギーの使用状況，家電機器の利用状態など

の多種多様な都市ログが収集される．収集された都市ログは高

度なデータ処理技術により解析され，社会サービスとして住民

に還元される．具体的には，交通網最適化や地域単位での省エ

ネ計画の実現といった，社会全体でのエネルギーの高効率化を

目的としたサービス，住居周辺地域でのテレビ番組などのトレ

ンド把握といった付加価値創造のためのサービスなど多岐にわ

たる．

このような大規模ログ情報を活用したスマートシティのサー

ビス基盤として，我々はスマートシティ向けデータ処理プラッ

トフォーム Scallop4SC（SCALable LOgging Platform for

Smart City）の提案を行っている [3]．Scallop4SCは以下に示

す 4つの特徴を持つ．

• P1: 都市内で発生する様々なログ情報の収集及び蓄積

• P2: 蓄積ログの効率的な処理
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• P3: スマートシティに関する構成情報の一元管理

• P4: P1から P3のデータへの汎用アクセス APIの提供

Scallop4SCの提供 APIを利用することで，サービス開発者は

ログの収集や管理，その処理方法などを意識することなく，効

率的にスマートシティサービスを開発することが可能となる．

先行研究 [3]で，上記のP1（ログの管理）とP2（ログの処理）

の実現を目的として並列分散処理基盤 Hadoop [4]と HBase [5]

を利用した Scallop4SC のプロトタイプシステムを開発した．

このシステムは，都市内の様々なログ情報をネットワークを通

じて収集し，HBase上の分散データベースに格納する．HBase

では全てのデータを単純な Keyと Valueの組として扱うため，

多様性に富むログ情報を一元管理することができる．蓄積され

たログは Hadoopを構成する複数ノードにより並列分散処理が

施される．これらの並列分散処理基盤を利用することにより，

テラバイトからペタバイトスケールのログが発生すると考えら

れるスマートシティ上での，効率的なデータ管理とデータ処理

の実現が期待できる．

次に先行研究 [6]において，P3（スマートシティ構成情報の

管理），及び P4（汎用 APIの提供）についての設計を行うた

めに大規模な住宅ログを用いることで実現可能なサービスにつ

いて検討を行った．この検討結果に基づき，スマートシティ構

成情報としてどのような情報を管理する必要があるか検討し，

そのデータ設計を行った．同様にサービス実現のために，どの

ような APIを提供する必要があるかを検討し，その APIの設

計を行った．

本研究では，先行研究 [6]での設計に基づき，スマートシティ

構成情報及び Scallop4SCAPI の実装を行う．また，実際のス

マートハウス環境における消費電力可視化アプリケーションを

Scallop4SCAPIを用いて作成し，現段階での Scallop4SCの実

用性評価を行う．

2. 先 行 研 究

2. 1 スマートシティ

スマートシティとは最新の IT技術を駆使し，エネルギーをは

じめとする生活インフラ全体の高度な効率化を目指した次世代

の都市のことである．スマートシティでは都市中に設置された

センサにより，エネルギーの使用状況や，交通量などの環境情

報が計測される．計測されたデータは，広帯域のネットワーク

を通じて収集・統合され，リアルタイムでのデータ処理技術に

より社会サービスとして住民に還元される．具体的な社会サー

ビスの例としては，電力消費把握による地域単位での省エネ計

画や，交通状況把握による交通網最適化など多岐にわたる．現

在，スマートシティは理論的な枠組みに留まらず，シンガポー

ルやアムステルダムなどの世界中の様々な都市で実証実験が開

始されている [1], [2]．

2. 2 住 宅 ロ グ

スマートシティで収集・活用されるログ情報としては，交通

や消費電力などの生活インフラに関するものや，住民自身の

行動に関わるものなど多岐に渡る．本稿ではその中でも，住宅

に密接に関わるもので取得可能なログ（住宅ログ）に焦点を絞

る．住宅ログはその性質からエネルギーログ (Energy)，機器

ログ (Device)，環境ログ (Environment)という 3つに分類

できる．

2. 3 Scallop4SC

我々は，スマートシティ内で取得される多種多様かつ巨大な

ログデータを蓄積・活用するためのスマートシティ向けデー

タ処理プラットフォーム Scallop4SC（SCALable LOgging

Platform for Smart City）の開発を行なっている．Scallop4SC

のアーキテクチャを図 1に示す．各住宅から収集されたログ情

報はネットワークを通じて，Scallop4SCの管理する HBaseの

分散 KVSデータベース上に蓄積され，Hadoopの分散処理基

盤により処理が施される．スマートシティ全体の構成情報は関

係データベース上で管理される．各種スマートシティサービス

は Scallop4SCの提供する APIを通じてログ情報や構成情報に

アクセスし，住民へのサービスとして提供される．

Scallop4SCは以下の 4つの特性を持つ．

P1: 分散KVSを用いた住宅ログ蓄積

ログ情報の肥大化と多様性に適応するために，HBaseの分散

KVSデータベースを用いてデータの蓄積と管理を行う．

P2: 蓄積した住宅ログの並列分散処理

効率的な蓄積ログの処理を実現するために，Hadoopを用い

た並列分散処理をサポートしている．

P3: スマートシティ構成情報の管理

スマートシティの構成情報を RDB を用いて一元的に管理

する．

P4: Scallop4SCにアクセスする汎用API

P1から P3の機能へアクセスするための汎用 APIを持つ．

2. 4 HBaseを用いた住宅ログの蓄積

住宅ログの蓄積には，分散 KVSである HBaseを使用する．

このとき分散 KVSの 2つの特性を利用する．1つ目は，大規

模化する住宅ログを分散して蓄積することで高いスケーラビリ

ティを得ること，2つ目は，多様性に富みスキーマを決定しづ

らい住宅ログに対応するために住宅ログを Keyと Valueとい

う単純な形式で蓄積することである．

例えば，以下のように消費電力や操作履歴，センサ値など，

タイプや内容の異なる 5つの住宅ログを Keyと Valueとして

柔軟に保存することができる．

Key Value

2012-07-28T12:34:56.cs27.Energy.tv01 {value:600, unit:W}
2012-07-28T12:34:56.cs27.Device.tv01 {status:[power:off]}
2012-07-28T12:35:00.cs27.Device.tv01 {operation:on()}
2012-07-28T12:34:56.cs27.Env.temp2 {value:24.0, unit:celsius}
2012-07-28T12:34:56.cs27.Env.pcount3 {value:3, unit:people}

この例では，Keyを [date,time, house ID, log type, device

ID]という，すべての住宅ログに対して固有の文字列としてい

る．このように分散KVSを用いることで高いスケーラビリティ

の確保とスキーマレスなデータ蓄積を可能としている．

2. 5 スマートシティ構成情報

先行研究 [6]において，サービス実現を考慮したスマートシ

ティ構成情報を設計した．図 2 にスマートシティ構成情報の
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図 1 Scallop4SC のアーキテクチャ

ER 図を示す．この ER 図は文献 [7] で示された記法に基づい

ている．四角はエンティティを表し，データ項目を右に並べる．

データ項目の下線は主キーを表し，[ ] は外部複合キーを表して

いる．各エンティティの下部には，インスタンスを併記してい

る．（＋―∈）は親子関係，（＋―・・・）は参照関係を表す．

提案するスマートシティ構成情報は，大きく住居情報

（House），機器情報（Device），個人情報（Person）とい

う 3つの情報に分類される．

これら 3種類の情報を目的に応じて組み合わせることで，住

宅ログの効率的な検索や統計が可能となる．

2. 6 Scallop4SCAPI

??章と同様に，先行研究 [6]で，サービス実現のための Scal-

lop4SCAPIを設計した．APIがアクセス対象とするデータの

種類やアクセス方法の違いから，以下の 5 種類のサービスに

APIを分類した．

• Log: ログデータの入出力 API

• Status: 現在状態の出力 API

• Configuration: スマートシティ構成情報の入出力 API

• Operation: スマートハウス上の機器操作 API

都市ID，住宅ID，住所，間取り図，種別，その他住宅情報住宅

CT001-H00001,神戸市灘区六甲台町1-1システム棟中村研究室，・・・，大学研究室，・・・

世帯ID，世帯主，[都市ID，住宅ID]， 

その他世帯情報
F000001， P000001，CT-001-H00001，・・・

個人

個人ID，氏名，その他個人情報，世帯ID
P000001, 中村匡秀，・・・，  F000001

P000002, 山本晋太郎，・・・，  F000001

P000003, 高橋昂平，・・・，  F000001

P000004, 大櫛章裕，・・・，F000001

エンドポイント
DEV123456789，http://133.30.123.456:8080/axis2/services/VIERAService?wsdl

機器ID，エンドポイント

世帯

都市ID，都市名， 

その他都市情報
CT001，神戸市六甲台町，・・・

都市

機器ID，機器クラスID，[都市ID，住宅ID，部屋ID]，呼称，購入年月日，          

購入価格，（使用開始日）， ロケーション，エンドポイントフラグ
DEV123456789，DC0001，CT-001-H00001-R001，リビングのテレビ，2010-07-01，

368,000，2010-07-08， 西の壁際， true

CT001-H00001-R001, 学生部屋S101，・・・
部屋 都市ID，住宅ID，部屋ID，部屋名，その他部屋情報

機器クラス 機器クラスID，製造者，型番，商品名，種別，仕様，その他機器クラス情報
DC0001， パナソニック， TH58PZ-800， VIERA(ビエラ)，テレビ， ・・・・，・・・・

機器

図 2 スマートシティ構成情報のデータスキーマ

また，4つの APIの具体的な中身について設計を行った．

図 3に APIの設計図を示す．左端が上記の 4種類の APIを

示している．Type は操作対象のデータのタイプであり，3 種

類のログデータと 3 種類の構成情報エンティティが含まれる．

Access は操作内容の種類を示しており，データの入力（put）

とデータの取得（get）の 2つに大別されている．QueryはAPI

の呼び出しクエリであり，都市や家，機器，人などの，どのデー

タを取得（あるいは入力）したいかを示すものである．

図 3 スマートシティ向け API 設計図

2. 7 研究の目的とアプローチ

本研究では，先行研究 [6]での設計に基づき，住宅ログ蓄積

および Scallop4SCAPI の実装を行う．また，実際のスマート

ハウス環境における消費電力可視化アプリケーションを Scal-

lop4SCAPIを用いて作成し，現段階での Scallop4SCの実用性

評価を行う．
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表 1 House Log Table

Row Key Column Families

Data: Info:

hash()@<timeStamp> date: time: device: house: unit: location: type:

46018eab@2012-07-28T12:34:56 600 2012-07-28 12:34:56 tv01 cs27 W living room Energy

53cd5fad@2012-07-28T12:34:56 [power:off] 2012-07-28 12:34:56 tv01 cs27 status living room Device

8afd4abd@2012-07-28T12:35:00 on() 2012-07-28 12:34:56 tv01 cs27 operation living room Device

e85afaad@2012-07-28T12:34:56 24.0 2012-07-28 12:34:56 temp3 cs27 celsius kitchen Environment

13ffadbc@2012-07-28T12:34:56 3 2012-07-28 12:34:56 pcount3 cs27 people living room Environment

: : : : : : : : :

表 2 House Index Table
Row Key Column Family

hlkey:

[timeStamp.type.house ID.device ID]! hash()@<timeStamp>

current.Energy.cs27.tv01 46018eab@2012-07-28T12:34:56

2012-07-28T12:34:56.Energy.cs27.tv01 46018eab@2012-07-28T12:34:56

2012-07-28T12:34:56.Energy.tv01.cs27 46018eab@2012-07-28T12:34:56

2012-07-28T12:34:56.cs27.Energy.tv01 46018eab@2012-07-28T12:34:56

2012-07-28T12:34:56.cs27.tv01.Energy 46018eab@2012-07-28T12:34:56

2012-07-28T12:34:56.tv01.Energy.cs27 46018eab@2012-07-28T12:34:56

2012-07-28T12:34:56.tv01.cs27.Energy 46018eab@2012-07-28T12:34:56

Energy.2012-07-28T12:34:56.cs27.tv01 46018eab@2012-07-28T12:34:56

Energy.2012-07-28T12:34:56.tv01.cs27 46018eab@2012-07-28T12:34:56

Energy.cs27.2012-07-28T12:34:56.tv01 46018eab@2012-07-28T12:34:56

Energy.cs27.tv01.2012-07-28T12:34:56 46018eab@2012-07-28T12:34:56

Energy.tv01.2012-07-28T12:34:56.cs27 46018eab@2012-07-28T12:34:56

Energy.tv01.cs27.2012-07-28T12:34:56 46018eab@2012-07-28T12:34:56

cs27.2012-07-28T12:34:56.Energy.tv01 46018eab@2012-07-28T12:34:56

cs27.2012-07-28T12:34:56.tv01.Energy 46018eab@2012-07-28T12:34:56

cs27.Energy.2012-07-28T12:34:56.tv01 46018eab@2012-07-28T12:34:56

cs27.Energy.tv01.2012-07-28T12:34:56 46018eab@2012-07-28T12:34:56

cs27.tv01.2012-07-28T12:34:56.Energy 46018eab@2012-07-28T12:34:56

cs27.tv01.Energy.2012-07-28T12:34:56 46018eab@2012-07-28T12:34:56

tv01.2012-07-28T12:34:56.Energy.cs27 46018eab@2012-07-28T12:34:56

tv01.2012-07-28T12:34:56.cs27.Energy 46018eab@2012-07-28T12:34:56

tv01.Energy.2012-07-28T12:34:56.cs27 46018eab@2012-07-28T12:34:56

tv01.Energy.cs27.2012-07-28T12:34:56 46018eab@2012-07-28T12:34:56

tv01.cs27.2012-07-28T12:34:56.Energy 46018eab@2012-07-28T12:34:56

tv01.cs27.Energy.2012-07-28T12:34:56 46018eab@2012-07-28T12:34:56

: :

3. 住宅ログ蓄積

2. 2章で述べた住宅ログは Scallop4SCの HBase上で管理さ

れる．Scallop4SCでは，分散 KVSとして HBaseを用いて高

いスケーラビリティと大規模データの容易な分散を実現する．

しかし，KVS特有の以下のような問題も幾つか存在する．

単純な HBaseのデータモデルの一例を 2. 4章で示した．し

かし，このようなデータモデルには以下のような問題がある．

（1）柔軟な検索ができない

HBaseでは基本的に Rowキーによる検索を行うという制約

がある．この制約のために 2. 4章で示したモデルでは，日付に

よる住宅ログの検索は可能だが，機器やログのタイプといった

Rowキーに含まれない情報による検索はできない．

（2）データが均一に分散されない

HBase内部では Keyによるソートを行いデータを蓄積する

ため，単調に増加するものをKeyとした場合には，単一のサー

バにデータレコードが集中する傾向がある．[8] よって，住宅ロ

グが複数の HBase クラスタ内で均等に蓄積されず，パフォー

マンスの低下を招く．

これらの問題を解決するため，我々はHBase上にHouseLog

とHouseIndexという 2つの種類のテーブルの設計を行った．

HouseLogテーブルを表 1に示す．HouseLogテーブルは住宅

ログを Dataと Infoという 2つのカラムファミリーとして蓄積

する．Dataカラムは住宅ログの値を格納する．一方，Infoカラ

ムでは，住宅ログがもつ一般的なメタ情報を蓄積する．住宅ロ

グの使用時に，Infoカラムへのフィルタリングによって検索を

行うためのものである．また，複数のサーバに均等にデータを

蓄積するために，我々は Row Keyとして，ハッシュ関数によっ

てエンコードされた文字列にタイムスタンプを付与して使用し

ている．これにより Row Keyを用いて直接 HouseLogテーブ

ルを検索することができないが，この代用として HouseIndex

テーブルを用いた検索を行う．

HouseIndex テーブルを表 2 に示す．HouseIndex テーブル

は，HouseLogテーブルへのポインタを格納することでインデッ

クスの役割を果たす．Row Key は，(1) タイムスタンプ，(2)

ログタイプ，(3) 住宅 ID，(4) 機器 IDという要素の順列によっ

て構成される．これにより，アプリケーションは任意の 4種類

の属性を指定することによって住宅ログを検索可能にしている．

また，最新の住宅ログヘのポインタを格納する際には Row

Keyの先頭を’current’にし，タイムスタンプを除去する．現在

状態の取得の際にこの’current’を検索することで検索を容易に

するためである．hlkeyというカラムファミリーには，House-

Logテーブルの Row Keyが格納される．表 2の全要素 (25個

= 4!+1個)は，全て同一の住宅ログ (46018eab)を指し示して

いる．

アプリケーションは，まず HouseIndex テーブルに対して，

タイムスタンプ，ログタイプ，住宅 ID，機器 IDのいずれかを

指定する検索を行い，それに対応する HouseLog テーブルの

Row Key を取得する．次に得られた Row Key の指定によっ

て，HouseLogテーブルから住宅ログを得る．

このような提案データモデルにより，（1）柔軟な検索に限界

がある，（2）データが均一に分散されない，という 2つの問題

を解決する．

4. Scallop4SCのAPI実装

2. 6章で示した設計に従って Scallop4SCAPIの実装を行った．

実装には JAX-RS(Jersey v.1.21: JAX-RS (JSR 311) Refer-

ence Implementation for building RESTful Web services. [9])

を利用し，Tomcat 7.0 上でWeb サービス化している．また，

スマートシティ構成情報を保持するMySQLとの通信に JDBC

driver for MySQL (Connector/J v.5.1.21 [10]), HBaseへの通

信に HBaseの公式ライブラリを利用している．
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具体的な API実装の例を幾つか示す．

以下は指定した機器の指定時刻期間のエネルギーログを取得

するための APIの実装例である．

1 /**

2 * 指定時刻の範囲で与えられた機器の消費電力を返す．

3 */

4 エネルギーログ getEnergyLog(開始時刻 from,

5 終了時刻 to, 機器 ID devId){

6 EnergyLog log[];

7 //検索開始キー

8 startRow = "Energy.deviceId.from";

9 //検索終了キー

10 stopRow = "Energy.deviceId.to";

11 //HouseIndex テーブルをスキャン

12 res1[] = indexTable.scan(startRow, stopRow);

13 for (r: res1) { //各行について

14 //キーのカラム値を取得

15 idx1 = r.getValue("hlkey", "");

16 //idx1 を行キーとして HouseLog テーブルから get;

17 　 res2 = logTable.get(index1);

18 //時刻とデータの組を log として挿入．

19 log.push({res2.getValue("info", "datetime"),

20 res2.getValue("data", "")});

21 }

22 return log;

23 }

引数として開始時刻，終了時刻，機器 IDを渡し，複数の消

費電力ログを取得する．6～10 行目でエネルギーログの Row

Key（指定された時刻，機器 IDを含む）に対して検索を行う

ための検索キーを生成している．12行目でその検索キーを用い

て，HouseIndex テーブルへの検索（スキャン）を行う．次に

15行目～17行目において，12行目で取得したすべての結果に

対して，hlkey の取得，hlkey を用いて HouseLog テーブルか

らエネルギーログを取得，という処理をする．最後に 19～20

行目のように，必要なデータを取得したエネルギーログから取

り出し，返り値に追加し，エネルギーログを返す．

エネルギーログに限らず，機器ログや環境ログを取得する

ための API についても同様の処理によって実現することがで

きる．

以下は指定した機器の現在の消費エネルギーを取得するため

の APIの実装例である．

1 /**

2 * 与えられた機器の現在の消費エネルギーを返す．

3 */

4 消費エネルギー getEnergyStatus(機器 ID devId){

5 //検索キーをセット

6 rowKey = "current.Energy.devId";

7 //HouseIndex テーブルをスキャン

8 res1 = indexTable.scan(rowKey);

9 //キーのカラム値を取得

10 idx1 = res1.getValue("hlkey", "");

11 //idx1 を行キーとして HouseLog テーブルから get;

12 res2 = logTable.get(index1);

13 //データのカラム値を取得

14 return res2.getValue("data", ""); 　

15 }

引数として機器 IDを渡し，消費エネルギーを取得する．6行

目で指定された機器 IDを含むエネルギーログの現在状態を取

得するための検索キーを生成している．この時，現在状態取得

のために 3.章で述べたように’current’を検索キーの先頭とす

ることで容易に現在状態の検索ができる．8行目ではその検索

キーを用いて，HouseIndexテーブルへの検索（スキャン）を

行う．次に 10～12 行目において，8 行目で取得した結果に対

して，hlkeyの取得，取得した hlkeyを用いて HouseLogテー

ブルからエネルギーログを取得する．最後に 14行目のように，

必要なデータを取得したエネルギーログから取り出し，返り値

として返す．

先ほどと同じように，エネルギーログに限らず，機器ログや

環境ログを取得するための API についても同様の処理によっ

て実現することができる．

また，スマートシティ構成情報を操作するための APIの実装

には，JDBCを利用して SQLコマンドを検索キーとして生成

するという処理を行なっている．スマートシティ構成情報を操

作するための API は様々なものが考えられるが，スマートシ

ティ構成情報を扱う APIは SQLコマンドを柔軟に用いること

で実装可能なので，有効な APIを適宜追加することができる．

4. 1 Scallop4SCAPIの使用例

例えば，テレビ (tv01) の 10 月 26 日 18 時 00 分から 18

時 01 分の間の消費エネルギーログを取得する場合を考

える．このとき，getEnergyLog API を使用する．具体的

には URL： http://Scallop4SCAPI/Log/Energy.get?from=

2012-10-26T18:00:00&to=2012-10-26T18:01:00&devId=tv01

にアクセスすると，以下のように XML形式でテレビのエネル

ギーログが取得できる．

<houselog>

<rowkey>

1329fad6@2012-10-26T18:00:33

</rowkey>

<value>68.112</value>

<info>

<entry key="unit">W</entry>

<entry key="home">cs27</entry>

<entry key="time">18:00:33</entry>

<entry key="location">s101</entry>

<entry key="device">tv01</entry>

<entry key="type">Energy</entry>

<entry key="date">2012-10-26</entry>

</info>

</houselog>

5. Scallop4SCを用いたアプリケーション

今回，我々は Scallop4SCを用いたアプリケーションとして

消費電力可視化アプリケーションの作成を行った．

図 4が今回作成したアプリケーションの動作画面である．

この消費電力可視化アプリケーションは，HTML および

JavaScriptによって実装されたWebアプリケーションであり，

JavaScript ライブラリとして JQuery(1.7.2) を用いた．また，

インターフェースとして Google Chart APIを利用している．

また，HTMLファイル，コメント，空行を除いたプログラム
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図 4 消費電力可視化アプリケーション

としての有効行数は 148行であり，開発時間はおよそ 5時間ほ

どであった．

本アプリケーションは，2 種類の Scallop4SCAPI を使用し

て開発した．1つ目は，指定した家の現在の消費エネルギーを

返す Status API，2つ目は，指定した家にある機器情報のリス

トを返す Configuration APIである．まず，Status APIを用

いて消費エネルギーのリストを取得する．この時，消費エネル

ギーのリストだけでは，機器に関する情報が機器 IDのみでそ

れがどういった機器なのか解釈することができない．そこで次

に Configuration APIを用いて家中の機器情報を取得する．最

期に機器 IDを用いて，機器情報と消費エネルギー情報をマッ

チングし，Google Chart APIによる可視化を行う．

6. 考 察

6. 1 Scallop4SCの現状と限界

5. 章で述べた消費電力可視化アプリケーション開発の結果，

Webアプリケーション開発に関してある程度知識のある開発者

ならば，Scallop4SCAPIを使用することで，このようなアプリ

ケーションを少ない工数で作成することが可能だということが

わかった．

また，今後，住宅ログが膨大なレコード数になったとしても，

クラスタの数を流動的に増加させる，という対応がとれる．こ

れにより，Scallop4SCAPIを通じて取得することが可能なデー

タは損失が生じる可能性が少ないといえる．

しかし，本稿で述べた Scallop4SCAPIでは不足する部分も

ある．今回のように住宅ログを 1 つずつ参照し取得する API

のみでは，膨大な数のレコードが関与する処理に対応できない．

分散 KVSの特性から，膨大なレコード数の住宅ログを蓄積す

ることは可能だと考えられる．しかし，膨大な数の住宅ログを

APIを用いて取得し，取得したすべての住宅ログを用いて合算

などの処理をサービス実行毎に行うと，非常に効率が悪い．

6. 2 目的に応じたビューの作成

6. 1 章で述べたように API だけでは，膨大な数が生成され

る住宅ログに対して効率的な運用ができない．住宅ログの生

データは，ライフログとしての欠損が少なく，広い範囲で正確

な結果を算出可能である．しかし，膨大な計算量・通信量を必

要とし，すべてのアプリケーションで用いることは非現実的で

ある．そこで，HBaseに蓄積された住宅ログの生データに対し

て，フィルタリングやマイニングを適用し，マイニングデータ

を適切な規模のデータベース（ビュー）に蓄積し直す，といっ

たバッチ処理を Hadoopを用いて一定間隔で行うことが有効だ

と考えられる．ビューに蓄積されたデータは，汎用性は低いが，

データサイズが抑えられアプリケーションとの連携に特化して

いる．

7. お わ り に

本稿では，スマートシティ上の住宅ログを収集・活用するた

めに我々の研究グループが提案・構築している Scallop4SC上

で住宅ログを効率良く蓄積するための HBase向けデータモデ

リング，JAX-RSを利用した汎用的な APIの実装を行った．ま

た，それらを用いて消費電力可視化アプリケーションをWeb

アプリケーションとして開発した．アプリケーション開発を評

価し考察を行った結果，Scallop4SCAPIを利用したアプリケー

ション開発は可能だが，現状の Scallop4SCAPIのみでは，不

足していることもあるとわかった．

今後は，目的別にビューを作成し，Hadoopでのバッチ処理

を行うことで，多様なアプリケーションが効率良く扱える仕組

みの実現を目指す．
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